
全国に１８８０万人いると推定されている喫煙者が、一年間でどれだけのタバコを消費していると思

いますか。（一社）日本たばこ協会の発表によると平成２９年度のタバコの販売本数は約１５００億本、

金額にすると約３兆円となっています。タバコの値段の約６０％は税金なので、下図のグラフのように３

兆円のうち約２兆円は税金として国や地方の財

源となります。 

 

このタバコ税２兆円は何に使ってもよい「一般

財源」として納められるので、私たちの日常生活

に何らかの形で役立っているはずです。そして、

国や地方もこのタバコ税をあてにして毎年の予

算をたてているので、タバコが売れると助かる訳

です。 

 

しかし、タバコは売れれば売れるほど喫煙者

の健康は損なわれます。すると当然、病気にな

る人が増え医療費が多く必要になってきます。

さらに喫煙者本人の医療費に加え、

受動喫煙被害などの損失額を調査

算出すると左図のグラフのように、

その総損失額は２兆円を超えま

す。 

 

つまり、２兆円の税収を得るため

に２兆円以上の損失を出している

訳です。一見、タバコは税収で役

立っていますが、じつは損失の方

が大きいので差し引きするとマイナ

スなのです。 

 

だから、やっぱりタバコは「百害

あって一利なし」ですよね。 
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（一社）日本たばこ協会ＨＰから 
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